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   Culture and sensitivity tests were studied with urine or pus taken from the patients 
on whom antibiotics had been administered for considerable period or without noticeable 
improvement. 
   Colistin administered intramuscularly gave following results for the urological patients 
with urinary tract infection caused by organism resistant to various antibiotics. 
   (1) Development of resistance to Colistin was rarely found. 
   (2) Of 13 patients, 10 showed remarkable improvement both in clinical and laboratory 
findings. 
   (3) Side effects were observed in 5 patients out of 13 as being manifested by general 
malaise, anorexia, nausea or vomiting which made it unable to continue the medication in 
3 cases. One patient developed a spike of fever 3 to 4 hours after injection, but this 
reaction disappeared very soon by discontinuing Colistin. 
   (4) Pain at the site of injection seemed to be a small  hazard  ; therefore, administra-











尿器科領域に於いても,屡 々経験する こ と で
あ り,この意味に於て尿路感染 症,即 ち 腎 孟
炎,腎 孟腎炎,尿 管炎,膀 胱炎,尿 道炎に於け
る起因菌として重要なものに,大 腸菌を中心 と
す る グ ラ ム 陰 性 桿 菌,葡 萄 球 菌,連 鎖 球 菌 が あ
る.
最 近 教 室 に 於 い て 感 染 菌 の 固 定 及 び 耐 性 検 査
を 行 い,コ リス チ ン(万 有 製 薬)を 使 用 し て 著
し い 治 療 効 果 を 上 げ 得 た 症 例 を 経 験 し た の で 報
告 す る.
コ リス チ ン に 就 い て
コ リス チ ソは 土 壌 よ り分 離 したBacilluspolymy-
xavar.colistinusの培 養 に よ り 産 生 され た 白色 乃
至 徴 帯 黄 色 結 晶性 抗 生 物 質 で あ り,化 学 的 に は実 験 式
はC4sH8sOloNエ3,分子量 約1,200の塩 基 性 のPQly-
peptidで,酸性 加水 分 解 産 物 は1一α,β一diaminobu-
tyricacid,1.Threonine,d.Leucine,6-Methyloct-
anoicacid等が あ る.耐 熱 性 は極 め て 高 く,水 溶 液
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に 於い て も,pH4～7の 間 で は効 力 を 減 じる ことが な
い.極 量 の範 囲 で 大量 用 いて もStreptomycinその 他
の抗 生物 質 に み る様 な 腎 障碍 や 神 経 症状 又 は 血 液 障 碍
等 の毒 性 は認 め な い.
コ リス チ ソの抗 菌Spectrumは 小林 に よれ ばH.
pertussis及びH.influensae,H.bronchisepticus
百 日咳菌 及 び 流 行 性感 冒菌 そ の 他(0。007～0.6)=
(0.2u～8u),Sh.dysenteriae及びSh.paradysent-
eriae赤痢 及び 疫 痢菌(0.01～0.2)=(0.3u～6u),E・
Coli(0.03～0.1)=(0.9u～3u),Eb.typhi及びS,






30u),尚コ リス チ ソ に 感受 性 の少 いStreptococcus及
びStaphylococcus連鎖 球 菌 及 び 葡 萄 球 菌 等 の グ ラム
陽 性菌 は30r÷100u以上 を 要 す る と云 つ て い る.尚 括
弧 内の 数 字 は1cc(ml)中 の最 少 有 効 量 をmcgRilち































































(註)(柵)=強 い 感受 性,(什):比 較 的感 受 性.(+);比 較 的耐 性.(一);耐 性,
症稲田 ・沢西一灘象器科領域に於けるコリスチソ使胴経験
症 例1)28才,女,会 社 員.
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行つた際,1圓 量100芳単位1目 篠回筋注,7臼 問投
与した.術後3～4日 は38。～39℃の発熱をみたが,
手衛鐡 象一炊 癒合を営み,衛 後の腎孟撮影でも羅管吻
禽が円滑に行われているのを認めた.
副作用=な し.



































間続けたが,食 欲不振,悪 心,全 身倦怠感を強く訴へ
た為中止す.














































度の排尿痛,腰 痛,尿 幌濁を来し来院,左 腎結石と判、
明す
経過=尿 中には赤血球少数を認めるのみ.膀 胱内に





























































謡 細 ・1一 十
そ こで コ リス チ ソー錠100万 単 位,1H4回 内服 投














































































腎膀胱結核の診断の下に入院 約半 年 間SM(80g),
PAS,INAHの投与を受けたが改善を認めず
経過:膀 胱右側壁より後壁にかけて,鶏 卵大より小
指頭大の憩室を6っ,同 時に子宮頸部筋腫 を 認 め た
為,子 宮滴除術並びに膀胱憩室摘除術を行い,憩 室は
鶏卵大及び栗実大の2コを摘除 した.手術創は一次癒



















































以上の結桑 コyスチソ 鐙奪万単位,三 舞4璽筋滋を
行つたが食欲不振,悪 心を強 く訴えた.そ の量を減じ
た り内服に した りするも障碍強 く投与を中血す.
副作用:食 欲不振,悪 心強 く投与中止.
以上をまとめると衷2の 麟 くなる.
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1日4回 内 服 14
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1多発性嚢胞
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2)現 在投与中の1例,投 与 しなかつた1例
を除き・投与例13例中10例に有効であつた.
3)副 作用は13例中5例 に認め,内3例 は投
与を中止せざるを得なかつた.
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